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１．従来計画 

（１）川上ダムは、淀川、木津川等の洪水調節、三重県、奈良県・西宮市の新規利水の

確保を主たる目的として計画されています。 

  従来計画での川上ダムの容量配分は図１のとおりです。 

 

 

図１ 従来計画の川上ダムの容量配分 

 

２．基礎案での記述 

(1)基礎案では、淀川、木津川等の洪水調節に効果があるとしています。 

(2)必要な調査検討として、以下の項目を挙げています。 

1）代替案に関して、さらに詳細な検討を行う。 

2）貯水池規模の見直し並びに貯水池運用の変更に伴う貯水池周辺やダム下流に与

える影響をはじめ、環境等の諸調査を行う。 

3）土砂移動の連続性を確保する方策の検討を行う。 

4）利水について、水需要の精査確認を行う。 

堆砂容量 
１，８００千 m3 

治水容量 
１４，５００千 m3 

流水の正常な機能の維持容量 
上記１６，７００千 m3のうち

３，０００千 m3 

利水容量 
１６，７００千 m3 

治水容量 
１２，９００千 m3 

 

流水の正常な機能の維持

容量 上記１８，３００千

m3のうち５，１００千 m3 
 

利水容量 
１８，３００千 m3 

 

洪水期：6/16~10/15 非洪水期：10/16～翌年 6/15 

総貯水容量 ３３，０００千 m3 
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３．調査検討のこれまでの成果 

（１）治水 

①従来計画は、岩倉峡の開削を前提に、川上ダムによる洪水調節が木津川及び淀川における

水位低下に寄与することとしています。また岩倉峡上流域の浸水被害軽減対策として、岩倉

峡の開削、河道掘削、上野遊水地の整備及び川上ダムの建設を位置づけています。 
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②現在の河川整備状況では、木津川及び淀川における水害の危険性を増大させるおそれがあ

るため、岩倉峡の開削は当面実施することはできません。 
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図３ 狭窄部を開削しない治水計画 

図２ 従来の治水計画 
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③今回の計画の検討にあたっては、岩倉峡の開削は当面実施しないことを前提として、

狭窄部上流域については、既往最大規模の洪水を対象として浸水被害を軽減することを

目標としました。 

 

④既往最大規模の洪水の考え方として、 

 イ)既往実績降雨が、同じ降雨分布（空間、時間分布）でいま降った場合に

発生が想定される最大洪水量 

 ロ)既往実績降雨の中の最大雨量が、既往の様々な降雨分布（空間、時間分

布）でいま降った場合に発生が想定される最大洪水量 

  の２つが考えられます。 

 

⑤イ)の考え方の場合、上野遊水地の越流構造の見直し、河道掘削及び遊水地１箇所の増

設を行えば、既往実績降雨と同じ降雨が発生した場合に床上浸水被害を回避することが

できます。しかし、これらの対策だけでは、既往実績降雨と同じ雨量でも降雨分布が異

なれば床上浸水被害が生じる可能性があり、計画としては不十分であると考えられます。

また、これらの対策による治水効果は、従来計画で実施することとして位置づけられて

きた上野遊水地の整備、河道掘削及び川上ダムの建設による効果に比べて小さなもので

あり、結果的にこれまで地域の目標としてきた治水安全度のレベルを確保できなくなり、

地域の理解は得られないと考えます。 

 

〇対象洪水 

 昭和２８年以降の島ヶ原地点における流出計算結果の上位１０洪水を表１に示します。 

既往実績降雨が、同じ降雨分布（空間、時間分布）でいま降った場合に発生が想定される最大

洪水量は昭和２８年１３号台風の島ヶ原流域２日雨量 299mm が 3,050m3/s と最大になります。 

 

              表１ 代表１０洪水一覧 

島ヶ原流域平均 島ヶ原地点  

2 日実績  最大流量(m3/s)  

 

洪水名 

雨量(mm) （流出計算結果） 

昭和 28 年 8 月豪雨(531) 192 2,040 

昭和 28 年 13 号台風(5313) 299 3,050 

昭和 34 年 15 号台風(5915) 312 2,520 

昭和 36 年 10 号豪雨(1028) 280 2,550 

昭和 37 年 14 号台風(6214) 220 1,950 

昭和 40 年 24 号台風(6524) 205 2,160 

昭和 47 年 20 号台風(7220) 198 2,050 

昭和 57 年 10 号台風(8210) 319 2,140 

平成 2 年 19 号台風(9019) 204 2,120 

平成 6 年 26 号台風(9426) 206 2,000 



4 

                                                  

〇昭和 28年 13号台風の実績降雨による上野地区における氾濫状況は、図４に示すとおりです。 
上野遊水地だけでは、越流堤諸元の変更や河道掘削を行っても氾濫が起こります。 
なお、越流堤長及び高さは、総延長＝4,000ｍ（現計画 100ｍ×４遊水地＝400ｍ）、越流堤高 136.6
ｍ（現計画＝135.0ｍ）に変更し、河道掘削を実施した場合で、破堤は、堤防天端高－余裕高で生
じる事にしています。 

氾濫区域別氾濫量 

柘植川氾濫区域 
0千 m3 

服部川氾濫区域 
0千 m3 

木津川氾濫区域 
886千 m3 
氾濫量合計 

86千 m3 

湛水面積32 ha 
床下浸水  0戸 
床上浸水 28戸 
合計浸水 28戸 

図４ 昭和 28年 13号台風実績降雨の氾濫状況 

湛 水 面 積 3ha 
床下浸水  0戸  
床上浸水  0戸  
合計浸水  0戸  

氾濫区域別氾濫量 

柘植川氾濫区域 
  0千 m3 
服部川氾濫区域 

0千  m3 
木津川氾濫区域 

12千  m3 
氾濫量合計 

12千  m3 

図５ 昭和 28年 13号台風実績降雨の氾濫状況（新設遊水地設置） 

〇昭和28年 13号台風の実績降雨で、越流堤を（総延長＝4,000ｍ、越流高136.6ｍ）
変更し、河道掘削、新設遊水地を設置した場合の氾濫状況は、図５に示すとおりです。 
木津川下流の新設遊水地で対応可能となります。 
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〇従来の岩倉峡狭窄部より上流の河川整備は、（上野遊水地）＋（河道掘削）＋（川上ダム）で計

画されていました。 
 従来計画で昭和 28年 13号台風の実績降雨が発生したときの氾濫状況は、図６のとおりです。 
従来計画でも対応可能となります。 
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図６ 昭和 28年 13号台風の実績降雨による氾濫状況（従来計画） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和 28年 13号台風、1.00倍、 
越流堤現計画 
（L＝400m、H＝135.0m）  
堤防天端高－余裕高で破堤、 
河道掘削、川上ダム 60m3/s放流 

氾濫区域別氾濫量

柘植川氾濫区域 
  0千 m3 
服部川氾濫区域 

0千  m3 
木津川氾濫区域 

0千  m3 
氾濫量合計 

0千  m3 
 

湛水面積 
0 ha 

床下浸水 0戸 
床上浸水 0戸 
合計浸水 0戸 



6 

〇仮に昭和 28年 13号台風の実績降雨の 1.1倍の降雨が降った場合の、木津川下流新設遊水地案
と従来計画での氾濫状況は、図７及び図８のとおりです。 
新設遊水地案では 2,857千 m3の氾濫量に対して、従来計画では 1,024千 m3に軽減できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 昭和 28年 13号台風実績降雨の 1.1倍のときの氾濫状況（新設遊水地） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ 昭和 28年 13号台風実績降雨の 1.1倍のときの氾濫状況（従来計画） 

 

昭和 28年 13号台風、1.10倍、 
越流堤現計画 
（L＝400m、H＝135.0m）  
堤防天端高－余裕高で破堤、 
河道掘削、川上ダム 60m3/s放流 
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湛水面積 
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合計浸水 35戸 

昭和 28年 13号台風、1.10倍、 
越流堤変更 
（L＝4,000m、H＝136.6m） 
堤防天端高－余裕高で破堤、 
河道掘削、新設遊水地あり 
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昭和２８年１３号台風を引き伸ばした場合
における施設別氾濫量の変化
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氾濫量（千m3） 堤防天端高－余裕高で破堤

319mm引き伸ばし(1. 07倍)

上野遊水地（越流堤： C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）

河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（ 60m3/s放流）

1.00倍 1.07倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1.50倍

299mm 319mm 329mm 344mm 359mm 374mm 389mm 404mm 419mm 434mm 449mm

氾濫量 12千m3 1,106千m3 2,857千m3 4,838千m3 6,618千m3 8,709千m3 10,421千m3 12,325千m3 14,082千m3 15,819千m3 17,577千m3

床上浸水 0戸 292戸 590戸 780戸 824戸 909戸 944戸 1,092戸 1,167戸 1,228戸 1,282戸

床下浸水 0戸 95戸 131戸 90戸 116戸 79戸 171戸 124戸 116戸 91戸 98戸

氾濫量 0千m3 942千m3 1,024千m3 3,317千m3 4,907千m3 6,160千m3 7,698千m3 9,809千m3 11,699千m3 13,551千m3 15,394千m3

床上浸水 0戸 28戸 28戸 484戸 717戸 802戸 863戸 924戸 994戸 1,165戸 1,204戸

床下浸水 0戸 0戸 7戸 163戸 61戸 88戸 122戸 208戸 202戸 98戸 121戸

ダムの洪水調節容量は満杯

昭和４０年２４号台風を引き伸ばした場合
における施設別氾濫量の変化

0

2, 000

4, 000

6, 000

8, 000

10,0 00

12,0 00

14,0 00

16,0 00

18,0 00

20,0 00

1
.0
0
倍

1
.0
5
倍

1
.1
0
倍

1
.1
5
倍

1
.2
0
倍

1
.2
5
倍

1
.3
0
倍

1
.3
5
倍

1
.4
0
倍

1
.4
5
倍

1
.5
0
倍

1
.5
5
倍

1
.6
0
倍

1
.6
5
倍

1
.7
0
倍

319mm引き伸ばし(1. 56倍)

堤防天端高－余裕高で破堤氾濫量（千m3）

上野遊水地（越流堤：C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）

河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（ 60m3/s放流）

1.00倍 1.05倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1.50倍 1.56倍

205mm 215mm 226mm 236mm 246mm 256mm 267mm 277mm 287mm 297mm 308mm 319mm

氾濫量 0千m3 5千m3 9千m3 11千m3 32千m3 1,056千m3 3,243千m3 4,530千m3 6,121千m3 7,908千m3 9,409千m3 11,061千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 287戸 647戸 757戸 809戸 879戸 920戸 975戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 149戸 49戸 131戸 90戸 95戸 101戸 166戸 145戸

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 826千m3 1,018千m3 2,528千m3 4,406千m3 5,596千m3 7,401千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 14戸 28戸 395戸 664戸 777戸 852戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 14戸 7戸 173戸 87戸 93戸 97戸

ダムの洪水調節容量は満杯

○昭和２８年１３号台風と昭和４０年２４号台風の実績降雨を引き伸ばした場合の、木津川下流

新設遊水地と従来計画との氾濫量の比較を図９、図１０に示します。 

新設遊水地案による治水効果は、従来計画に比べ小さなものであり、これまで地域の目標とし

てきた治水安全度のレベルを確保出来なくなります。 

 

 
 

図９ 昭和 28年 13号台風を引き伸ばした場合の施設別氾濫量の変化 

 

 

 

図１０ 昭和 40年 24号台風を引き伸ばした場合の施設別氾濫量の変化 
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⑥ロ)の考え方は、当該地域に実際に発生した降雨量と、実際に発生した降雨分布をもと

に再現した洪水を対象としたものであり、これを対象洪水として採用することは妥当と

いえます。岩倉峡上流域における治水計画でこの考え方を採用せず、これまで地域の目

標としてきた治水安全度のレベルを確保できない計画にすることは適切ではありませ

ん。 

 
〇島ヶ原上流域における２日間での流域平均最大降雨量は、319mmです。この 319mmは、再度
降る可能性があります。また、どのような降雨パターンで発生するか分かりません。そこで、過

去に発生した降雨パターン（代表 10洪水）を用いて、２日間で 319mmの雨を降らして検討を行
うこととしました。 
 

表２ 代表１０洪水の実績雨量と引き伸ばし倍率 
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204

319

198

205

220

280

312

299

192

島ヶ原流域平均

2日実績

雨量(mm)

1.55

1.56

1.00

1.61

1.56
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1.14

1.02

1.07

1.66

島ヶ原流域平均
319mm引き伸ばし

倍率

3,770

3,890

2,140

3,950

4,150

3,770

3,150

2,630

3,330

4,040

引き伸ばし雨量時の
島ヶ原地点

最大流量(m3/s)

（流出計算結果

2,520昭和34年15号台風(5915)

2,040昭和28年8月豪雨(531)

2,140昭和57年10号台風(8210)

2,000平成6年26号台風(9426)

2,050昭和47年20号台風(7220)

1,950昭和37年14号台風(6214)

3,050昭和28年13号台風(5313)

2,120平成2年19号台風(9019)

2,160昭和40年24号台風(6524)

2,550昭和36年10号豪雨(1028)

島ヶ原地点

最大流量(m3/s)

（流出計算結果）

洪水名
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島ヶ原流域平均

2日実績

雨量(mm)

1.55

1.56

1.00

1.61

1.56

1.45

1.14

1.02

1.07

1.66

島ヶ原流域平均
319mm引き伸ばし

倍率

3,770

3,890

2,140

3,950

4,150

3,770

3,150

2,630

3,330

4,040

引き伸ばし雨量時の
島ヶ原地点

最大流量(m3/s)

（流出計算結果

2,520昭和34年15号台風(5915)

2,040昭和28年8月豪雨(531)

2,140昭和57年10号台風(8210)

2,000平成6年26号台風(9426)

2,050昭和47年20号台風(7220)

1,950昭和37年14号台風(6214)

3,050昭和28年13号台風(5313)

2,120平成2年19号台風(9019)

2,160昭和40年24号台風(6524)

2,550昭和36年10号豪雨(1028)

島ヶ原地点

最大流量(m3/s)

（流出計算結果）

洪水名

 

 

〇引き伸ばし雨量の考え方 
 例えば計画２日雨量が 300mmのとき、過去に 200mmの降雨があったとすればその全体
を 300／200＝1.5倍にします。 

 この係数を「引き伸ばし倍率」と呼んでおり、各時間降雨量に引き伸ばし倍率をかけます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績部分

引き伸ばし部分

引き伸ばし部分と実績部分の和が計画降雨

時間

降雨量

２日雨量
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昭和 28年8月豪雨　（2日間雨量　192mm） 1 .66倍

0
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20
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70

80

0:00      
19 53/ 8/ 14

1 2:00      
1 95 3/8 /14

0:0 0     
19 53 /8/ 15

12 :0 0     
19 53 /8/ 15

0:00      
195 3/ 8/1 6

12 :00     
1 953 /8 /16

0:00      
19 53/ 8/ 17

（引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

昭和28年13号台風　（2日間雨量　299mm） 1 .07倍

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

0:00      
195 3/ 9/2 4

12 :00     
1 953 /9 /24

0:00      
19 53/ 9/ 25

12:0 0     
19 53/ 9/ 25

0:00     
195 3/9 /2 6

12 :0 0     
1 953 /9/ 26

0:00      
19 53/ 9/2 7

（引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

昭和34年15号台風　（2日間雨量　312mm） 1 .02倍

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0:00      

19 59/ 9/ 25

1 2:00      

1 95 9/9 /25

0:0 0     

19 59 /9/ 26

12 :0 0     

19 59 /9/ 26

0:00      

195 9/ 9/2 7

12 :00     

1 959 /9 /27

0:00      

19 59/ 9/ 28

（ 引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

昭和36年10月豪雨　（2日間雨量　280mm） 1 .14倍
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0:00      

196 1/ 10/ 26

12 :0 0     

19 61/ 10 /26

0 :0 0     

19 61 /10 /2 7

12:0 0     

196 1/ 10/ 27

0:0 0     

19 61 /10 /28

1 2:00     

1 961 /10 /2 8

0:00     

1 96 1/1 0/2 9

（ 引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

 

昭和37年14号台風　（2日間雨量　220mm） 1 .45倍

0
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0:00      

19 62/ 8/2 4

1 2:00     

1 962 /8 /24

0:00      

19 62/ 8/ 25

12:0 0     

19 62/ 8/ 25

0 :00     

1 962 /8 /26

12:0 0     

19 62/ 8/ 26

0 :00     

1 96 2/8 /27

（引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

昭和40年24号台風　（2日間雨量　205mm） 1 .56倍
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0 :0 0     

1 965 /9/ 16

12:00      

196 5/ 9/1 6

0 :0 0     

1 965 /9 /17

12 :00     

1 965 /9 /17

0:00      

196 5/ 9/1 8

12 :00     

1 965 /9 /18

0:00      

19 65/ 9/1 9

（引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

昭和47年20号台風　（2日間雨量　198mm） 1 .61倍
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0:00      
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1 2:00      
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0:00      
19 72/ 9/1 5

1 2:00      
197 2/9 /1 5

0:00      
197 2/ 9/1 6

1 2:00      
1 97 2/9 /1 6

0:00      
197 2/ 9/1 7

1 2:00      
1 97 2/9 /17

（引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

昭和57年10号台風　（2日間雨量　319mm） 1 .00倍

0
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0:00     
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12 :0 0     
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0:00      
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12 :00     
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0 :00     
198 2/8 /2

12:0 0     
19 82 /8/ 2

0 :00     
198 2/ 8/3

島ヶ原上流域平均雨量

平成2年19号台風　（2日間雨量　204mm） 1. 56倍
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12:0 0     
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0 :00     

1 990 /9 /20

12:0 0     

19 90/ 9/ 20

0 :00     

1 99 0/9 /21

（引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

平成6年26号台風　（2日間雨量　206mm） 1 .55倍
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0:0 0     

19 94 /9/ 29

12:0 0     

19 94/ 9/ 29

0:0 0     

19 94 /9/ 30

12:0 0     
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（ 引き延ばし）島ヶ原上流域平均雨量

島ヶ原上流域平均雨量

 

図１１ 島ヶ原上流域 319mm としたときの代表１０洪水の引き伸ばし雨量 
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〇ダムを除く治水対策案としては、以下の案について検討しました。 

  ①上野遊水地掘削案  

 ②新設遊水地案 

 ③新設遊水地掘削案 

 ④-Ａ 水田活用案 

 ④-Ｂ 休耕田活用案 

 ⑤ため池活用案 

 ⑥その他の流域活用案（⑥-1校庭貯留案、⑥-2雨水浸透ます案） 

 ⑦-Ａ放水路１案(390ｍ3/S 放流) 

⑦-Ｂ放水路１案(195ｍ3/S 放流) 

 

〇対策案について、次の方法で検討評価をしました。 

①各対策案の７項目評価 

  １．効果（単独でどの程度効果があるか 

  ２．環境への影響 

  ３．施設管理者および地権者の協力 

  ４．用地取得の見通しを含む工期 

  ５．産業活動への影響 

  ６．維持管理 

  ７．コスト 

 ②上記案のうち有効かつ実施の可能性がある対策案を組み合わせて浸水被害が解消できるかを

検討しました。 

③各案を組み合わせても解消できない場合、ダムを含めて解消できる組み合わせを検討しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ロ)の考え方による場合、施策の効果、確実性、コスト等を踏まえてダムを除く様々な

対策案を検討した結果、上野遊水地の掘削、新設遊水地の整備が有効ですが、これらの

施設だけで床上浸水被害の解消はできず、さらに被害軽減を図るためには川上ダムの建

設が必要となります。 
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上野遊水地掘削案
 

現在の上野遊水地（約250ha）内の田面

を1mで掘削し､新規貯水容量約250万m3

を確保する。

（規模・運用）

面積（水田掘削） 250ha

新規容量（水田掘削） 250万m3

 
 

上野遊水地掘削案

0.1億円年間維持管理費（概算額）

1.12

14.97千m3/億円

564億円建設費（概算額）

8,445千m310洪水合計氾濫軽減量

630億円10洪水合計氾濫軽減額

第3位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第2位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が比較的高い。

・掘削土処分地の環境対策､多くの地権者に対する施設計画の変更に伴
う新たな同意が課題である。

評価

・河川管理者が維持管理維持管理

・稲作休止期間が9年となる遊水地もあり、就労意欲の低下対策が必要産業活動への影響

不明（関係者数：約640人）地権者との交渉期間

約10年（各遊水地を同時施工）調査等・工事期間用地取得の見直し
を含む工期

・河川事業として実施可能

・地権者 約640人の同意が必要

・施設計画の変更（越流堤形状、耕作地盤の1m低下）

・稲作休止補償（地役権設定済み）

施設管理者及び地権者の協力

・水田掘削に伴い田園風景が変化するものの自然環境への影響は小さい

・残土処分地の環境調査・環境対策が必要

・残土処分に伴い振動・騒音・粉塵、交通渋滞への対策が必要

環境への影響

上野遊水地掘削案治水対策案
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新設遊水地案

河川 遊 水 地堤防 周囲堤

地役権設定 用地買収

木津川、柘植川及び服部川沿いに遊水

地を新設し、新規貯水容量を確保する。

（規模・運用）

面積 238ha

新規容量 3,310千m3

 
 

新設遊水地案

5.0億円年間維持管理費（概算額）

1.06

21.47千m3/億円

16,875千m310洪水合計氾濫軽減量

786億円建設費（概算額）

830億円10洪水合計氾濫軽減額

第1位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第3位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が比較的高い。

・多くの地権者に対する治水安全度の低下や土地利用の規制の同意が
課題である。

評価

・河川管理者が維持管理維持管理

・地役権の設定により、土地利用が限定される産業活動への影響

不明（関係者数：約340人）地権者との交渉期間

約9年（各遊水地を同時施工）調査等・工事期間用地取得の見直し
を含む工期

・河川事業として実施可能

（ただし、指定区間は補助事業で対応）

・地権者 約340人の同意が必要

・地役権の設定

・完成堤防を切欠くことによる治水安全度の低下

・指定区間の管理者（三重県）との協議が必要

施設管理者及び地権者の協力

・田園風景が変化するものの、自然環境への影響は小さい

・盛土材の運搬に伴い振動・騒音・粉塵、交通渋滞への対策が必要

環境への影響

新設遊水地案治水対策案
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新設遊水地掘削案

河川 遊水 地堤防 周囲堤

掘削平均

高さ
H=1.0m

地役権設定

用地買収用地買収

木津川、柘植川及び服部川沿いに遊水

地を新設すると共に1m掘削することによ

り、新規貯水容量を確保する。

（規模・運用）

面積 238ha

新規容量 5,190千m3

 
 

新設遊水地掘削案

1.13

20.58千m3/億円

992億円建設費（概算額）

5.0億円年間維持管理費（概算額）

20,417千m310洪水合計氾濫軽減量

1,116億円10洪水合計氾濫軽減額

第2位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第1位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が比較的高い。

・掘削土処分地の環境対策､多くの地権者に対する治水安全度の低下や土
地利用の規制の同意が課題である。

評価

・河川管理者が維持管理維持管理

・地役権の設定により、土地利用が限定される

・稲作休止期間が10年となる遊水地もあり、就労意欲の低下対策が必要

産業活動への影響

不明（関係者数：約340人）地権者との交渉期間

約11年（各遊水地を同時施工）調査等・工事期間用地取得の見直し
を含む工期

・河川事業として実施可能（ただし、指定区間は補助事業で対応）

・地権者 約340人の同意が必要

・地役権の設定

・完成堤防を切欠くことによる治水安全度の低下

・耕作地盤の1m低下

・稲作休止補償

・指定区間の管理者（三重県）との協議が必要

施設管理者及び地権者の協力

・水田掘削に伴い田園風景が変化するものの、自然環境への影響は小さい

・残土処分地の環境調査・環境対策が必要

・残土処分に伴い振動・騒音・粉塵、交通渋滞への対策が必要

環境への影響

新設遊水地掘削案治水対策案
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水田活用案（休耕田を含む）

休耕田約570haの水田の畦を嵩上げし、

休耕田に降った降雨を貯留する。

（規模・運用）

面積 570ha

新規容量 2,000千m3

。

岩倉峡上流域には6,600haの水田があ

り、その内上野遊水地を除く約6,300haの

水田の畦を嵩上げし、水田に降った降雨

を貯留する。

（規模・運用）

面積 6,330ha          

新規容量 22,100千m3

50cm30 cm

畦 畔 ブロッ ク
畦 嵩 上げ

35cm

 
 

水田活用案（休耕田を含む）

0.65

7.72千m3/億円

0.80

8.55千m3/億円

351億円3,893億円建設費（概算額）

0.4億円3.5億円年間維持管理費（概算額）

2,708千m333,303千m310洪水合計氾濫軽減量

229億円3,114億円10洪水合計氾濫軽減額

第8位第7位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第7位第6位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が低い。

・Ａ水田活用案に比べて実現性はやや高いが､被
害軽減効果はきわめて小さい。

・投資効率が低い。

・流域内で一定の治水効果を発揮するためには､
広範囲の水田を対象とする必要があるが､関係す
る地権者数が多いことや土地利用の規制､並びに
洪水時の維持管理など困難な課題が多い。

評価

・畦やゲートは河川管理者が維持管理

・洪水時には水田のゲート操作人員が約700人必
要

・地役権の設定により、土地利用が限定される

不明（関係者数：約9,500人）

約20年

・治水計画に位置付けるためには、畦を河川管理
施設として買収、水田を地役権設定する必要があ
る。

・地権者 約9,500人の同意が必要

・地役権の設定

・降雨時の水田浸水

・自然環境への影響は小さい

A水田活用案

・畦やゲートは河川管理者が維持管理

・洪水時には水田のゲート操作人員が約60人必要

維持管理

・地役権の設定により、土地利用が限定される産業活動への影響

不明（関係者数：約860人）地権者との交渉期間

約2年調査等・工事期間用地取得の見
直しを含む工期

・治水計画に位置付けるためには、畦を河川管理
施設として買収、水田を地役権設定する必要があ
る。

・地権者 約860人の同意が必要

・地役権の設定

・降雨時の水田浸水

施設管理者及び地権者の協力

・自然環境への影響は小さい環境への影響

B休耕田活用案治水対策案
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ため池活用案

【主要なため池位置】

岩倉峡上流域に、かんがい用のため池が

約1,400箇所存在する。ため池を嵩上げする

ことにより新規貯水容量を確保する。

（規模・運用）

ため池個数 1,380個

新規容量 15,100千m3

嵩上げ

既存の築堤

新規築堤

基礎地盤

用地取得

貯水池山林A=332.0ｍ2堤敷山林A=520.0ｍ2A=424.0ｍ2堤敷山林畦ノ谷池堤頂長L=108.0ｍA=852.0ｍ

用地取得

用地取得

〔自然調節方式〕

 
 

ため池活用案

0.99

10.52千m3/億円

3,181億円建設費（概算額）

40万円/箇所年間維持管理費（概算額）

33,459千m310洪水合計氾濫軽減量

3,153億円10洪水合計氾濫軽減額

第5位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第4位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が低い。

・流域内で一定の治水効果を発揮するためには､数多くの改修が必要であ
るが､関係する受益者数が多いことや関係機関との事業調整など困難な課
題が多い。

評価

・洪水吐きの保守点検、堰堤の除草･保守点検等が必要維持管理

・特になし産業活動への影響

不明（関係者数：約15人／箇所（平均受益者数））地権者との交渉期間

約3年／箇所（平均的な規模のため池嵩上げ）調査等・工事期間用地取得の見直し
を含む工期

・治水計画に位置付けるにあたり、関係団体等との協議が必要

・ため池を治水施設とするためには、嵩上げ部分は河川管理施設にする必
要がある。

施設管理者及び地権者の協力

・貯水池の拡大に伴い環境調査・環境対策が必要環境への影響

ため池活用案治水対策案
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その他の流域対策案

住宅に雨水浸透ますを設置
し流出量を抑制する。

雨水浸透ます 約33,000
世帯

出典：大和川河川事務所ホームページ

500

300

排水溝

重力式擁壁

350

0

断面図

グランド

降雨を貯留

排水ゲート

グランド

擁 壁

（

越流堤
排水溝

公立学校（42校）のグランドおよび運
動公園（3箇所）を活用して、降雨を貯
留することにより流出量を抑制する。
（規模・運用）

校庭貯留 箇所数 45箇所

新規容量 221千m3

 
 

その他の流域対策案

0.31

4.78千m3/億円

64億円建設費（概算額）

-年間維持管理費（概算額）

306千m310洪水合計氾濫軽減量

20億円10洪水合計氾濫軽減額

第9位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第9位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が低い。

・流域内で最大限実施しても､被害軽減効果は極めて小さい。

評価

校庭貯留

・排水ゲートの維持管理が必要

・排水側溝の清掃が必要

住宅の雨水浸透ます

・個人による適切な維持管理が必要

維持管理

・特になし産業活動への影響

不明（関係者数：約33,000人（岩倉峡上流域の全世帯））地権者との交渉期間

約2年／箇所（校庭貯留等）調査等・工事期間用地取得の見直し
を含む工期

・河川管理者または施設管理者が事業実施するための法制度の検討が必
要

・「木津川上流部水害に強いまちづくり協議会（仮称）」で実施に向けた調整
が必要

施設管理者及び地権者の協力

・特になし環境への影響

その他の流域対策案治水対策案
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放水路案

【放水路案位置】

【放水路案断面】

【放水路案縦断】L=6,100m

木津川

名張川

木
津
川

名
張
川

木津川（洪水時）の流量の

一部を放水路により名張川に

放流する。

別途高山ダムの嵩上げ（嵩上

げ高2m）が必要になる。

（規模・運用）

最大放流量 390m3/s

放水路径 10.8m＊2条

最大放流量 195m3/s

放水路径 10.8m＊1条

 
 

放水路案

0.81

13.47千m3/億円

0.61

9 .52千m3/億円

622億円1,073億円建設費（概算額）

3.0億円3.0億円年間維持管理費（概算額）

8,377千m310,216千m310洪水合計氾濫軽減量

502億円657億円10洪水合計氾濫軽減額

第4位第6位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第5位第8位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が低い。

・名張川への放水となり､名張川の治水安全度
に影響を与えないように別途対策が必要である。
（高山ダムの嵩上げ及び河川改修）

・掘削土処分地の環境対策､放水路掘削に伴う
環境対策などが課題である。

・投資効率が低い。

・名張川への放水となり､名張川の治水安全度に
影響を与えないように別途対策が必要である。
（高山ダムの嵩上げ及び河川改修）

・掘削土処分地の環境対策､放水路掘削に伴う
環境対策などが課題である。

評価

・河川管理者が維持管理

・なし

不明（関係者数：約14人＋漁業組合等）

約13年

・河川事業として実施可能

・別途高山ダム嵩上げに伴う家屋移転が必要

・名張川沿川地域の同意が必要

・残土処分地の環境調査･環境対策が必要

・残土処分に伴う、振動･騒音･粉塵、交通渋滞
への対策が必要

・生態系に関する環境調査、環境対策が必要

・トンネル掘削に伴い地下水への影響調査が必
要

B放水路2案

・河川管理者が維持管理

・なし

不明（関係者数：約20人＋漁業組合等）

約13年

・河川事業として実施可能

・別途高山ダム嵩上げに伴う家屋移転が必要

・名張川沿川地域の同意が必要

・残土処分地の環境調査･環境対策が必要

・残土処分に伴う、振動･騒音･粉塵、交通渋滞
への対策が必要

・生態系に関する環境調査、環境対策が必要

・トンネル掘削に伴い地下水への影響調査が必
要

A放水路１案

維持管理

産業活動への影響

地権者との交渉期間

調査等・工事期間用地取得の見直
しを含む工期

施設管理者及び地権者の協力

環境への影響

治水対策案
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図１２ ダムを除く対策案の比較評価（１０洪水合計氾濫軽減量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３ ダムを除く対策案の比較評価（費用対被害軽減量） 

１０洪水合計氾濫軽減量

①上野遊水
地掘削（案）

②新設遊水
地（案）

③新設遊水
地掘削（案）

④-A水田活
用（案）

④-B休耕田
活用（案）

⑤ため池活
用（案）

⑥その他の
流域対策
（案）

⑦-A放水路
１（案）

⑦-B放水路
２（案）

１０洪水合計氾濫軽減量 8,445 16 ,875 20 ,417 33,303 2,708 33 ,459 306 10,216 8,377

コスト（建設費） 564 786 992 3,893 351 3 ,181 64 1,073 622

（上段：千m3）

（下段：億円）
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費用対氾濫軽減量（１０洪水合計氾濫軽減量／コスト（建設費））

①上野遊水
地掘削（案）

②新設遊水
地（案）

③新設遊水
地掘削（案）

④-A水田活
用（案）

④-B休耕田
活用（案）

⑤ため池活
用（案）

⑥その他の
流域対策
（案）

⑦-A放水路
１（案）

⑦-B放水路
２（案）

費用対氾濫軽減量 14.97 21.47 20.58 8.55 7.72 10.52 4.78 9.52 13.47
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１０洪水合計被害軽減額 （億円）

①上野遊水
地掘削（案）

②新設遊水
地（案）

③新設遊水
地掘削（案）

④-A水田活
用（案）

④-B休耕田
活用（案）

⑤ため池活
用（案）

⑥その他の
流域対策
（案）

⑦-A放水路
１（案）

⑦-B放水路
２（案）

１０洪水合計被害軽減額 630 830 1,116 3,114 229 3,153 20 657 502

コスト（建設費） 564 786 992 3,893 351 3,181 64 1,073 622

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

①
上
野
遊
水
地
掘
削
（
案
）

②
新
設
遊
水
地
（
案
）

③
新
設
遊
水
地
掘
削
（
案
）

④
-A
水
田
活
用
（
案
）

④
-B
休
耕
田
活
用
（
案
）

⑤
た
め
池
活
用
（
案
）

⑥
そ
の
他
の
流
域
対
策
（
案
）

⑦
-
A
放
水
路
１
（
案
）

⑦
-
B
放
水
路
２
（
案
）

１
０
洪
水
合
計
被
害
軽
減
額
（
億
円
）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

コ
ス
ト
（
建
設
費
）
（億
円
）

１０洪水合計被害軽減額

コスト（建設費）

１０洪水合計被害軽減額 （億円）

①上野遊水
地掘削（案）

②新設遊水
地（案）

③新設遊水
地掘削（案）

④-A水田活
用（案）

④-B休耕田
活用（案）

⑤ため池活
用（案）

⑥その他の
流域対策
（案）

⑦-A放水路
１（案）

⑦-B放水路
２（案）

１０洪水合計被害軽減額 630 830 1,116 3,114 229 3,153 20 657 502

コスト（建設費） 564 786 992 3,893 351 3,181 64 1,073 622

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

①
上
野
遊
水
地
掘
削
（
案
）

②
新
設
遊
水
地
（
案
）

③
新
設
遊
水
地
掘
削
（
案
）

④
-A
水
田
活
用
（
案
）

④
-B
休
耕
田
活
用
（
案
）

⑤
た
め
池
活
用
（
案
）

⑥
そ
の
他
の
流
域
対
策
（
案
）

⑦
-
A
放
水
路
１
（
案
）

⑦
-
B
放
水
路
２
（
案
）

１
０
洪
水
合
計
被
害
軽
減
額
（
億
円
）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

コ
ス
ト
（
建
設
費
）
（億
円
）

１０洪水合計被害軽減額

コスト（建設費）

 
図１４ ダムを除く対策案の比較評価（１０洪水合計被害軽減額及びコスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１５ ダムを除く対策案の比較評価（費用対被害軽減額） 
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ダ ム 案

1.89

32.37千m3/億円

600億円建設費（概算額）

5億円年間維持管理費（概算額）

19,423千m310洪水合計氾濫軽減量

1,135億円10洪水合計氾濫軽減額

第1位10洪水合計氾濫軽減量/コスト（建設費）

第1位10洪水合計氾濫軽減額/コスト（建設費）

・投資効率が最も高い。

・自然環境への影響軽減対策が課題である。

評価

・河川管理者が維持管理維持管理

・特になし

（水没用地のほぼ100%を取得済み）

産業活動への影響

ほぼ完了地権者との交渉期間

約7年調査等・工事期間用地取得の見直し

を含む工期

・ダム事業として実施可能

・水没38世帯については移転完了

・水没用地のほぼ100%を取得済み

施設管理者及び地権者の協力

・湛水に伴い自然環境に影響が生じる

（生物の生育・生息環境の改変、土砂移動の不連続等）

環境への影響

・川上ダムの治水容量（1,450万m3）とし60m3/s一定放流で運用する｡

（規模・運用）

治水容量 14,500千m3

放流量 60m3/s一定放流

概要

ダム案治水対策案

ダム案の検討
木津川上流の支川である川上川と前深瀬川合流地点にダムを新設するこ

とにより、新規治水容量を確保する。

（規模・運用）

湛水面積 1.06km2

治水容量 14,500千m3

上野

岩倉峡
上野遊水地

木津川柘植川

服部川

前深瀬川

川上ダム予定地

完成予想図

〇ダムを除く治水対策案として有効な案は、次のとおりです。 

    ①上野遊水地掘削案 

    ②新設遊水地案 

    ③新設遊水地掘削案 

しかしこの上記３案についても、実施する上では、多くの地権者の同意などの問題がある上、

対策案を全て実施した場合でも、多くの氾濫量、浸水家屋数が残ります。 

このため、ダム案及びダム案を含む複合案等についても検討しました。 
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〇ダムを含む複合案としては、次の５案について治水効果などを検討しました。 

A ：上野遊水地掘削案 

 B ：新設遊水地掘削案 

C ：上野遊水地掘削案＋新設遊水地掘削案 

D ：ダム案 

E ：上野遊水地掘削案＋新設遊水地掘削案＋ダム案 

 

〇ダム案を含む複合案等の検討を行った結果、上野遊水地掘削案＋新設遊水地掘削案＋ダム案を

実施すれば、対象 10洪水のうち、概ね 5洪水（うち 2洪水は現時点でも床上浸水無し）において

床上浸水を解消できます。 

上野遊水地掘削（案）、新設遊水地掘削（案）は、関係する地権者数がそれぞれ 640名、340名
と多いのに対し、ダム（案）は、ダム貯水池内の水没家屋 40戸（38世帯）全ての移転が完了し、
また、水没地もほぼ取得済みであることから、被害軽減効果の早期発現が可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

  図１６ 概ね床上浸水が無くなる洪水数   図１７ 各対策案の合計床上浸水戸数 

 

 

 

図１６ 概ね床上浸水が無くなる洪水数    図１７ 各対策案の合計床上浸水戸数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧上野遊水地の掘削、新設遊水地の整備は新たに地権者との調整が必要となります。これに対し

て、川上ダムは、ダムの事業用地が既に取得されていることや付替え道路等の準備工事がほぼ終

了していることから、今後着手していく必要がある上野遊水地の掘削、新設遊水地の整備に比べ

て、早期に効果を発現することができます。 
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図１８ ダムを含む複合案等の比較評価（１０洪水合計氾濫軽減量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１９ ダムを含む複合案等の比較評価（単位投資額に対する氾濫軽減量） 

（上段：千m3）
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図２０ ダムを含む複合案等の比較評価（１０洪水合計被害軽減額及びコスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２１ ダムを含む複合案等の比較評価（単位投資額に対する被害軽減額） 
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⑨岩倉狭の部分開削を行うにあたっては、下流の淀川や木津川で堤防強化を実施した上

で、部分開削した場合に下流で生じる水位の上昇を抑制する対策をあらかじめ実施する

必要があります。 

〇 木津川下流部の堤防強化が完了するまでは、下流の水位を上昇させ破堤の危険性を増大させ

ることは出来ません。 

○ 図２２のフローに従い点検を行った結果、木津川下流部の現状は図２３のとおりである。

木津川下流部の堤防延長５５．６ｋｍの内緊急点検区間は１２ｋｍです。詳細点検の結

果、要対策区間となった１１．４ｋｍについては、今後１０年程度を目標として対策を

行います。また緊急区間以外の堤防については現在詳細点検を実施中であり、必要な区

間については順次対策を行っていきます。 

○ 木津川下流部全川の堤防詳細点検を現在実施中であり、その対策には長期間を要すると

想定されることから、今後２０～３０年の整備計画内に岩倉峡を開削することは出来ま

せん。  

○ 岩倉峡を部分的に開削する場合木津川下流の水位が高くなるため、下流の堤防強化を実施し

たうえで、河道掘削等の水位上昇抑制対策を行うことが必要となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２２ 堤防点検フロー 
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●宇治川については、後期放流による長期の高水位による危険

性のある区間
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詳細点検結果 （ｋｍ）
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堤防の危険度の高い箇所から優先的に整備します。また、危険度が同程度の箇所に
おいては、背後地の資産等の重要度を勘案し各河川の状況に応じた整備を進めます。

なお、緊急堤防補強区間については、概ね１０年以内に完了させる予定
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図２３ 木津川下流部堤防詳細点検結果 
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（３）利水 

①従来計画の川上ダムの利水者は、三重県、奈良県及び西宮市の三者です。各利水者の

ダムへの今後の参画については、現時点では確定していませんが、個別にヒアリングを

行ったところ、以下の方向であると聞いています。 

②三重県は、将来の水需要を見直し、参画量は減少するものの、川上ダムへの利水参画

は継続する方向です。奈良県は、将来推計人口の大幅な下方修正を受けて、水需要を見

直し、撤退する方向です。西宮市は、将来の水需要の見通しは未確定ですが、将来の水

需要の見直しあるいは利水者間での転用により、撤退する可能性も含めて検討していま

す。 

③このため、三重県は減量、奈良県は撤退の見込みであり、西宮市は撤退の可能性を含

めて関係者との協議を進めていきます。 

 

 

（４）環境への影響 

①川上ダムによる環境への影響としては、ダム貯水池等の水質への影響、ダム

周辺環境への影響、土砂移動の連続性の阻害等が考えられます。 

②これらについては、調査検討を実施するとともに、各種の委員会等で専門

家の意見を伺いその結果をとりまとめました（別添 参考資料２）。 

③川上ダム建設に伴う環境への影響及び影響の軽減策の具体的な手法等につ

いては、より詳細な調査検討を継続して実施していきます。 
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〇河道掘削による効果の検討 
岩倉峡を開削せずに木津川上流域の直轄管理区間を対象に、計画河床高で掘削した場合の氾濫量

低減効果について検討しました。河道掘削図を図－参１に、氾濫量の低減効果を図－参２に示す

とおり、河道掘削による氾濫量の低減効果があることが分かりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図－参１ 河道掘削図 
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            図－参２ 河道掘削による氾濫量比較図 
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越流堤の長さ

○越流堤諸元の検討 

流域委員会で上野遊水地の越流堤高さ及び越流堤長さを変えることにより、遊水地機能を増大

させることができる可能性があるという意見が出ました。そのため、遊水地の諸元を高さ４ケー

スと長さ 4ケースで検討しました。 

検討の結果を表－参２に示します。合計氾濫量の一番少ない、越流堤長 1,600ｍ（400ｍ×4＝

1,600ｍ）、越流堤高 136.6ｍのＣ３－３のケースを基本として、氾濫量の検討をすることとしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－参３ 越流堤構造図 

 

表－参１ 越流堤検討ケース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－参２越流堤諸元の検討結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○代表１０洪水を引き伸ばした場合における施設別氾濫量 

 

越流堤の長さ

4ケース
越流面の高さ

4ケース

越流堤の長さ

4ケース
越流面の高さ

4ケース

越流堤の長さ

4ケース
越流面の高さ

4ケース

 

100×4 8,687,870 3,475,650 0 1,906,500 8,898,370 12,165,770 11,258,370 0 9,308,870

200×4 8,831,670 3,571,250 0 2,075,000 9,009,470 12,234,670 11,344,170 0 9,436,070

400×4 9,217,770 4,192,280 0 2,940,300 9,396,870 12,533,170 11,692,670 0 9,822,670

1,000×4 9,318,170 4,566,180 0 3,793,600 9,578,070 12,717,370 11,854,770 0 10,009,470

100×4 7,541,170 2,256,050 0 1,100,000 8,498,870 11,866,070 10,797,270 0 8,784,470

200×4 7,652,370 2,190,350 0 1,130,600 8,551,570 11,901,870 10,853,170 0 8,874,670

400×4 8,492,370 3,135,350 0 1,909,300 8,896,170 12,135,270 11,244,770 0 9,283,570

1,000×4 8,666,670 3,559,580 0 2,837,000 9,097,470 12,290,670 11,408,470 0 9,471,970

100×4 7,627,970 3,010,650 931,000 1,230,300 8,368,270 11,736,270 10,635,170 0 8,550,770

200×4 7,639,070 2,270,850 883,500 1,056,100 8,390,570 11,755,870 10,670,970 0 8,592,170

400×4 7,426,270 1,266,000 10,700 1,024,800 8,454,570 11,849,670 10,776,870 0 8,688,770

1,000×4 7,627,970 1,897,200 0 1,785,200 8,579,470 11,916,870 10,885,170 0 8,883,870

100×4 7,604,570 4,117,350 1,001,400 1,814,650 8,271,870 11,650,870 10,555,770 0 8,430,970

200×4 7,580,270 3,907,050 1,000,500 1,614,800 8,271,870 11,650,470 10,556,770 0 8,429,170

400×4 7,563,770 3,735,150 999,400 1,181,300 8,304,870 11,694,670 10,577,970 0 8,479,670

1,000×4 7,194,470 2,948,950 999,200 1,155,150 8,314,970 11,738,570 10,628,870 0 8,507,170

現計画

検討(案)

137.10

136.60

135.90

135.00

平成　２年

１９号台風

昭和５７年

１０号台風

昭和４７年

２０号台風

越流堤高

(m)

越流堤長

(m)

昭和４０年

２４号台風

昭和３７年

１４号台風

昭和３４年

１５号台風

昭和２８年

１３号台風

昭和２８年

８月前線

昭和３６年

１０月前線

9,36 0, 07 0 6 5,0 61 ,4 70

9, 56 8, 57 0 6 6,0 70 ,8 70

9, 94 3, 27 0 6 9,7 39 ,0 00

10, 18 0, 77 0 7 2,0 18 ,4 00

8, 55 4, 87 0 5 9,3 98 ,7 70

8, 67 1, 67 0 5 9,8 26 ,2 70

9, 15 0, 57 0 6 4,2 47 ,3 70

9, 38 5, 77 0 6 6,7 17 ,6 00

8, 20 8, 77 0 6 0,2 99 ,1 70

8, 23 5, 67 0 5 9,4 94 ,7 70

8, 39 8, 17 0 5 7,8 95 ,8 20

8, 57 4, 97 0 6 0,1 50 ,7 20

8, 09 4, 87 0 6 1,5 42 ,3 20

8, 10 2, 57 0 6 1,1 13 ,4 70

8, 12 6, 87 0 6 0,6 63 ,6 70

8, 18 5, 37 0 5 9,6 72 ,7 20

(H=135.00m, L=100m)

(H=136.60m, L=400m)

合計
平成　６年

２６号台風

100×4 8 ,6 8 7, 8 70 3 ,4 7 5, 6 50 0 1, 9 06 , 50 0 8, 8 98 , 37 0 1 2, 1 65 , 77 0 11 , 25 8 ,3 7 0 0 9 , 30 8 ,8 7 0

2 00×4 8 ,8 3 1, 6 70 3 ,5 7 1, 2 50 0 2, 0 75 , 00 0 9, 0 09 , 47 0 1 2, 2 34 , 67 0 11 , 34 4 ,1 7 0 0 9 , 43 6 ,0 7 0

4 00×4 9 ,2 1 7, 7 70 4 ,1 9 2, 2 80 0 2, 9 40 , 30 0 9, 3 96 , 87 0 1 2, 5 33 , 17 0 11 , 69 2 ,6 7 0 0 9 , 82 2 ,6 7 0

1 , 00 0×4 9 ,3 1 8, 1 70 4 ,5 6 6, 1 80 0 3, 7 93 , 60 0 9, 5 78 , 07 0 1 2, 7 17 , 37 0 11 , 85 4 ,7 7 0 0 10 , 00 9 ,4 7 0

1 00×4 7 ,5 4 1, 1 70 2 ,2 5 6, 0 50 0 1, 1 00 , 00 0 8, 4 98 , 87 0 1 1, 8 66 , 07 0 10 , 79 7 ,2 7 0 0 8 , 78 4 ,4 7 0

2 00×4 7 ,6 5 2, 3 70 2 ,1 9 0, 3 50 0 1, 1 30 , 60 0 8, 5 51 , 57 0 1 1, 9 01 , 87 0 10 , 85 3 ,1 7 0 0 8 , 87 4 ,6 7 0

4 00×4 8 ,4 9 2, 3 70 3 ,1 3 5, 3 50 0 1, 9 09 , 30 0 8, 8 96 , 17 0 1 2, 1 35 , 27 0 11 , 24 4 ,7 7 0 0 9 , 28 3 ,5 7 0

1 , 00 0×4 8 ,6 6 6, 6 70 3 ,5 5 9, 5 80 0 2, 8 37 , 00 0 9, 0 97 , 47 0 1 2, 2 90 , 67 0 11 , 40 8 ,4 7 0 0 9 , 47 1 ,9 7 0

1 00×4 7 ,6 2 7, 9 70 3 ,0 1 0, 6 50 9 31 , 00 0 1, 2 30 , 30 0 8, 3 68 , 27 0 1 1, 7 36 , 27 0 10 , 63 5 ,1 7 0 0 8 , 55 0 ,7 7 0

2 00×4 7 ,6 3 9, 0 70 2 ,2 7 0, 8 50 8 83 , 50 0 1, 0 56 , 10 0 8, 3 90 , 57 0 1 1, 7 55 , 87 0 10 , 67 0 ,9 7 0 0 8 , 59 2 ,1 7 0

4 00×4 7 ,4 2 6, 2 70 1 ,2 6 6, 0 00 1 0, 7 00 1, 0 24 , 80 0 8, 4 54 , 57 0 1 1, 8 49 , 67 0 10 , 77 6 ,8 7 0 0 8 , 68 8 ,7 7 0

1 , 00 0×4 7 ,6 2 7, 9 70 1 ,8 9 7, 2 00 0 1, 7 85 , 20 0 8, 5 79 , 47 0 1 1, 9 16 , 87 0 10 , 88 5 ,1 7 0 0 8 , 88 3 ,8 7 0

1 00×4 7 ,6 0 4, 5 70 4 ,1 1 7, 3 50 1 ,0 0 1, 4 00 1, 8 14 , 65 0 8, 2 71 , 87 0 1 1, 6 50 , 87 0 10 , 55 5 ,7 7 0 0 8 , 43 0 ,9 7 0

2 00×4 7 ,5 8 0, 2 70 3 ,9 0 7, 0 50 1 ,0 0 0, 5 00 1, 6 14 , 80 0 8, 2 71 , 87 0 1 1, 6 50 , 47 0 10 , 55 6 ,7 7 0 0 8 , 42 9 ,1 7 0

4 00×4 7 ,5 6 3, 7 70 3 ,7 3 5, 1 50 9 99 , 40 0 1, 1 81 , 30 0 8, 3 04 , 87 0 1 1, 6 94 , 67 0 10 , 57 7 ,9 7 0 0 8 , 47 9 ,6 7 0

1 , 00 0×4 7 ,1 9 4, 4 70 2 ,9 4 8, 9 50 9 99 , 20 0 1, 1 55 , 15 0 8, 3 14 , 97 0 1 1, 7 38 , 57 0 10 , 62 8 ,8 7 0 0 8 , 50 7 ,1 7 0

現計画

検討(案)

137 . 10

1 36 . 60

1 35 . 90

1 35 . 00

平成　２年

１９号台風

昭和５７年

１０号台風

昭和４７年

２０号台風

越流堤高

(m)

越流堤長

(m)

昭和４０年

２４号台風

昭和３７年

１４号台風

昭和３４年

１５号台風

昭和２８年

１３号台風

昭和２８年

８月前線

昭和３６年

１０月前線

9,36 0, 07 0 6 5,0 61 ,4 70

9, 56 8, 57 0 6 6,0 70 ,8 70

9, 94 3, 27 0 6 9,7 39 ,0 00

10, 18 0, 77 0 7 2,0 18 ,4 00

8, 55 4, 87 0 5 9,3 98 ,7 70

8, 67 1, 67 0 5 9,8 26 ,2 70

9, 15 0, 57 0 6 4,2 47 ,3 70

9, 38 5, 77 0 6 6,7 17 ,6 00

8, 20 8, 77 0 6 0,2 99 ,1 70

8, 23 5, 67 0 5 9,4 94 ,7 70

8, 39 8, 17 0 5 7,8 95 ,8 20

8, 57 4, 97 0 6 0,1 50 ,7 20

8, 09 4, 87 0 6 1,5 42 ,3 20

8, 10 2, 57 0 6 1,1 13 ,4 70

8, 12 6, 87 0 6 0,6 63 ,6 70

8, 18 5, 37 0 5 9,6 72 ,7 20

(H=135.00m, L=100m)

(H=136.60m, L=400m)

合計
平成　６年

２６号台風
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昭和２８年８月豪雨を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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319mm引き伸ばし(1.66倍)

氾濫量（千m3）

堤防天端高－余裕高で破堤

上野遊水地（越流堤：C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）
河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m 3/s放流）

1.00倍 1.05倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1.50倍 1.55倍 1.60倍 1.66倍

192mm 202mm 211mm 221mm 230mm 240mm 250mm 259mm 269mm 278mm 288mm 298mm 307mm 319mm

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 7千m3 10千m3 12千m3 13千m3 15千m3 17千m3 770千m3 3,105千m3 4,307千m3 5,436千m3 6,843千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 221戸 571戸 729戸 795戸 854戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 111戸 157戸 94戸 87戸 86戸

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 12千m3 961千m3 1,367千m3 3,478千m3 4,763千m3 5,656千m3 6,884千m3 8,688千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 28戸 59戸 530戸 697戸 771戸 820戸 880戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 158戸 128戸 81戸 91戸 117戸 120戸

 

 
昭和２８年１３号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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氾濫量（千m3）

堤防天端高－余裕高で破堤

319mm引き伸ばし(1. 07倍)

上野遊水地（越流堤： C3- 4） 上野遊水地（越流堤：現計画）

河道掘削 河道掘削
木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（ 60m3/ s放流）

1.00倍 1.07倍 1 .10倍 1 .1 5倍 1.2 0倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1 .50倍

29 9mm 31 9mm 329mm 344mm 359mm 3 74mm 3 89mm 40 4mm 41 9mm 43 4mm 449mm

氾濫量 12千m3 1,10 6千m 3 2,85 7千m 3 4,83 8千m 3 6,618 千m3 8,709 千m3 10 ,421千 m3 12,3 25千m 3 14,0 82千m 3 15,81 9千m 3 17,57 7千m3

床上浸水 0戸 292戸 590戸 780戸 8 24戸 9 09戸 94 4戸 1,092 戸 1,167戸 1,228戸 1 ,282戸

床下浸水 0戸 95戸 131戸 90戸 1 16戸 79戸 17 1戸 12 4戸 116 戸 91 戸 98戸

氾濫量 0千m 3 94 2千m3 1,02 4千m 3 3,31 7千m 3 4,907 千m3 6,160 千m3 7 ,698千 m3 9 ,8 09千 m3 11,6 99千m 3 13,55 1千m 3 15,39 4千m3

床上浸水 0戸 28戸 28戸 484戸 7 17戸 8 02戸 86 3戸 92 4戸 994 戸 1,165戸 1 ,204戸

床下浸水 0戸 0戸 7戸 163戸 61戸 88戸 12 2戸 20 8戸 202 戸 98 戸 121戸

ダムの洪水調節容量は満杯
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昭和３４年１５号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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319mm引き伸ばし(1. 02倍)

堤防天端高－余裕高で破堤

氾濫量（千m3）

上野遊水地（越流堤： C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）

河道掘削 河道掘削
木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（ 60m3/s放流）

1.00倍 1.0 2倍 1.05倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.2 5倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1.5 0倍

31 2mm 319mm 328mm 343 mm 359mm 3 74mm 390mm 406mm 42 1mm 437mm 4 52mm 468mm

氾濫量 0千m3 0千m3 8千m3 11千m3 711千m3 3,270千m3 5,112千m 3 7 ,2 37千m3 8,776千m3 1 0,455千m3 12,011千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 214戸 6 43戸 786戸 834戸 90 9戸 933戸 1 ,00 1戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 79戸 1 35戸 86戸 97戸 7 9戸 182戸 1 72戸

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 804千m3 995千m3 1,998千m 3 4 ,1 85千m3 5,769千m3 8,151千m3 9,51 8千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 14戸 28戸 267戸 655戸 79 0戸 841戸 9 17戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 14戸 7戸 179戸 99戸 9 5戸 117戸 1 15戸

 
 

昭和３６年１０月豪雨を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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319mm引き伸ばし(1. 14倍)

堤防天端高－余裕高で破堤

上野遊水地（越流堤： C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）
河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m3/s放流）

氾濫量（千m3）

1.00倍 1 .0 5倍 1.1 0倍 1.14倍 1.20倍 1.25倍 1 .3 0倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1 .50倍

280mm 294mm 308mm 3 19mm 33 6mm 350mm 364mm 378mm 3 92mm 40 6mm 420mm

氾濫量 0千m 3 0千m3 45千 m3 963千m3 3,5 25千 m3 5,28 0千m 3 7,269 千m 3 8,943 千m3 10 ,5 61千 m3 12,1 25千m 3 13,86 0千m3

床上浸水 0戸 0戸 7戸 26 8戸 677 戸 787戸 831戸 9 09戸 93 3戸 1,059戸 1,160戸

床下浸水 0戸 0戸 1 45戸 4 3戸 97 戸 90 戸 88戸 81戸 18 2戸 117 戸 80戸

氾濫量 0千m 3 0千m3 0 千m3 0千 m3 9 42千m3 1,47 8千m 3 4,080 千m 3 5,786 千m3 7 ,985千 m3 9,8 29千 m3 11,65 6千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 28 戸 87 戸 649戸 7 93戸 83 9戸 919 戸 965戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 217戸 97戸 86戸 8 7戸 184 戸 226戸  
 

 



33 

0

2 ,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000

12 ,000

14 ,000

16 ,000

18 ,000

20 ,000

1
.0
0
倍

1
.0
5
倍

1
.1
0
倍

1
.1
5
倍

1
.2
0
倍

1
.2
5
倍

1
.3
0
倍

1
.3
5
倍

1
.4
0
倍

1
.4
5
倍

1
.5
0
倍

1
.5
5
倍

1
.6
0
倍

1
.6
5
倍

1
.7
0
倍

昭和３７年１４号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化

319mm引き伸ばし(1.45倍)

堤防天端高－余裕高で破堤

氾濫量（千m3）

上野遊水地（越流堤： C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）
河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m3/s放流）

1.00倍 1.05倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1.50倍

220mm 231mm 242mm 253mm 264mm 275mm 286mm 297mm 308mm 319mm 330mm

氾濫量 0千m3 0千m3 7千m3 1 1千m3 13千m3 14千m3 1 ,71 8千m3 3 ,71 4千m3 5,6 30千m3 7 ,8 32千m3 9 ,31 1千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 34 1戸 71 3戸 8 09戸 8 60戸 91 1戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 17 6戸 9 0戸 75戸 1 19戸 17 9戸

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 11千m3 1 ,00 4千m3 2 ,28 0千m3 4,4 48千m3 5 ,8 73千m3 7 ,60 0千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 2 8戸 31 3戸 6 69戸 8 00戸 82 6戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 7戸 18 3戸 84戸 86戸 10 4戸

 
 

昭和４０年２４号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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319mm引き伸ばし(1. 56倍)

堤防天端高－余裕高で破堤

氾濫量（千m3）

上野遊水地（越流堤： C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）
河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m3/s放流）

1 .00倍 1.0 5倍 1.10倍 1.15倍 1 .2 0倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1 .4 0倍 1.45倍 1.50倍 1.56倍

205mm 215mm 2 26mm 23 6mm 246mm 256mm 2 67mm 277mm 287mm 2 97mm 30 8mm 319mm

氾濫量 0千m3 5 千m3 9千 m3 11千m3 3 2千m3 1,056千m3 3,2 43千m3 4,53 0千m3 6,121千 m3 7,908千m3 9,4 09千m3 11,06 1千m 3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 2 87戸 64 7戸 757戸 809戸 8 79戸 920 戸 975戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 149戸 49戸 13 1戸 90 戸 95戸 1 01戸 166 戸 145戸

氾濫量 0千m3 0 千m3 0千 m3 0千m 3 0千m3 0千 m3 8 26千m3 1,01 8千m3 2,528千 m3 4,406千m3 5,5 96千m3 7,40 1千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 1 4戸 28 戸 395戸 6 64戸 777 戸 852戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 1 4戸 7戸 173戸 87戸 9 3戸 97 戸

ダムの洪水調節容量は満杯
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昭和４７年２０号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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319mm引き伸ばし(1. 61倍)

堤防天端高－余裕高で破堤

氾濫量（千m3）

上野遊水地（越流堤：C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）
河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m3/s放流）

1.00倍 1.05倍 1.1 0倍 1 .15倍 1.20倍 1.25倍 1 .3 0倍 1.35倍 1.40倍 1.4 5倍 1 .50倍 1.55倍 1.61倍

19 8mm 208mm 218mm 228mm 23 8mm 248mm 257mm 26 7mm 277mm 287mm 297mm 30 7mm 319mm

氾濫量 0千m 3 0千m3 0千m3 7千m 3 10千m 3 11千m3 25 2千m 3 1,8 30千m 3 3 ,738千m3 5,219 千m3 6,55 7千m 3 8,3 94千m3 10 ,027千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 52戸 35 5戸 7 13戸 787戸 824戸 89 9戸 9 33戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 160戸 22 8戸 90戸 89戸 115戸 8 8戸 1 81戸

氾濫量 0千m 3 0千m3 0千m3 0千m 3 0千m3 0千m3 0千m3 7千m 3 929千m3 1,280 千m3 3,33 4千m 3 5,0 53千 m3 7 ,346千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 28戸 57戸 508戸 73 6戸 8 51戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 137戸 139戸 6 4戸 1 10戸

 
 

昭和５７年１０号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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319mm引き伸ばし(1. 00倍 )

堤防天端高－余裕高で破堤

上野遊水地（越流堤： C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）

河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m3/s放流）

氾濫量（千m3）

1.00倍 1.05倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1.50倍
319mm 335mm 351mm 367mm 383mm 399mm 415mm 431mm 447mm 463mm 479mm

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 8千m3 481千m3 2,493千m3 4,018千m3 5,661千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 180戸 545戸 724戸 800戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 62戸 125戸 90戸 83戸

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 11千m3 1,006千m3 2,389千m3 4,831千m3 6,410千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 28戸 384戸 730戸 816戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 7戸 141戸 70戸 75戸
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平成２年１９号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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堤防天端高－余裕高で破堤

氾濫量（千m3）

319mm引き伸ばし(1. 56倍)

1.00倍 1.05倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1.45倍 1.50倍 1.56倍

204mm 214mm 224mm 235mm 245mm 255mm 265mm 275mm 286mm 296mm 306mm 319mm

氾濫量 0千m3 0千m3 7千m3 10千m3 11千m3 12千m3 248千m3 1,689千m3 3,646千m3 4,985千m3 6,176千m3 8,107千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 52戸 338戸 713戸 784戸 809戸 891戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 158戸 205戸 82戸 88戸 95戸 89戸

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 808千m3 1,031千m3 2,975千m3 4,826千m3 6,498千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 14戸 28戸 458戸 718戸 816戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 14戸 7戸 150戸 71戸 78戸

上野遊水地（越流堤：C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）
河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m3/s放流）

ダムの洪水調節容量は満杯

 
 

平成６年２６号台風を

引き伸ばした場合における施設別氾濫量の変化
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319mm引き伸ばし(1. 55倍)

堤防天端高－余裕高で破堤

上野遊水地（越流堤： C3-4） 上野遊水地（越流堤：現計画）
河道掘削 河道掘削

木津川下流部新設遊水地（同時越水） 川上ダム（60m3/s放流）

氾濫量（千m3）

1.00倍 1.05倍 1.10倍 1.15倍 1.20倍 1.25倍 1.30倍 1.35倍 1.40倍 1. 45倍 1.50倍 1.55倍
206mm 216mm 227mm 237mm 247mm 258mm 268mm 278mm 288mm 299mm 309mm 319mm

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 6千m3 9千m3 456千m3 1,390千m3 3,236千m3 4,402千m3 5, 784千m3 7,819千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 187戸 331戸 654戸 751戸 801戸 862戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 61戸 169戸 99戸 84戸 82戸 93戸

氾濫量 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 0千m3 722千m3 996千m3 1,857千m3 3, 968千m3 6,187千m3

床上浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 14戸 28戸 166戸 616戸 778戸

床下浸水 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 0戸 7戸 254戸 125戸 97戸

ダムの洪水調節容量は満杯
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